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　平成２３年度　兵庫県地域包括ケアセミナー開催要綱　
１．趣　旨　３月１１日に起きた東日本大震災では、犠牲になられた方の６５％は、６０歳

以上の高齢者でした。災害時、私たち地域包括支援センターやケアマネジャー、

福祉専門職は、どう対処し、どのような役割を果たさなければならないのでし
ょうか。また、災害時に要援護者を守るために私たちは日常からどのような事

をしておかなければならないのでしょうか。

災害からの被害をいかに少なくできるかは、平常時から「地域包括ケア」をい

かに進めておくことができるかに関わる問題であることも指摘されています。
このため、今回は「災害支援と地域包括ケア」をテーマに、災害時における

要援護者支援について学ぶとともに、災害時に各専門職や専門職団体がどのよ

うな働きを行う必要があるのかを考える機会としたいと思います。
是非、お誘い合わせの上、ご参加いただきますようご案内申し上げます。

２．主　催　兵庫県地域包括支援センター関連三職種団体連絡会

　　　　　　（兵庫県看護協会・兵庫県社会福祉士会・兵庫県介護支援専門員協会）
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３．日　時　平成２３年１２月４日（日）
１０時～１６時１０分
　　　　　　※受付９時３０分～
４．場　所　兵庫県農業共済会館大ホール

〒650-0004

神戸市中央区下山手通4‐15‐3
電話078-332-7165
Fax 078-332-7172
【交通機関】

市営地下鉄「県庁前」駅下車

東１番出口、東へ徒歩5分、

JR・阪神「元町」駅から北へ徒歩10分
５．対象者　県・市・町職員、地域包括支援センター職員、ケアマネジャー、関連職種
ならびに地域ケアに関心のある方、学生など
６．定　員　先着１２０名（定員を超えた場合、参加できない場合がございます）
７．参加費　１，０００円（三団体の会員）、２，０００円（一般の方）
※参加費は当日受付にてお支払いください。

８．申込締切　別紙の申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸまたは郵便にて
１１月１８日（金）までに兵庫県介護支援専門員協会へお申し込み下さい。
９．研修単位　社会福祉士会（共通研修５単位）、介護支援専門員協会認定シールを配布
布いたします。
10．受講決定　受講票は送付しません。当日受付において、お名前をお申し出ください。
但し、定員超過により受講できない場合のみ当方より連絡を差し上げます。
11．申込み・問合せ先(兵庫県地域包括支援センター関連三職種団体連絡会事務局)
一般社団法人兵庫県介護支援専門員協会　事務局　担当　永川

〒651-0062 神戸市中央区坂口通2-1-1　兵庫県福祉センター5階
TEL：０７８－２２１－４１０２　　FAX：０７８－２２１－４１２２

問合せ時間：月曜～金曜　午前１０時～午後４時
12．プログラム
	時　間
	内　容

	9:30～
	受付開始

	10:00～10:15
	開会挨拶、オリエンテーション

	10:15～12:00
（105分）
	第1部　特別講演「災害時における要援護者支援」
講師：小山　剛　氏

（社会福祉法人　長岡福祉協会　高齢者総合ケアセンター
　こぶし園総合施設長／認定特定非営利活動法人　災害福
祉広域支援ネットワーク　サンダーバード　代表理事）

	12:00～13:00

（60分）
	昼食

	13:00～16:00

（180分）
	第Ⅱ部　シンポジウム「災害支援と地域包括ケア」

被災地報告「東日本大震災・被災地の現状と課題」

○宮城県東松島市地域包括支援センター　真籠　しのぶ　氏

シンポジウム
○兵庫県看護協会　高原　昭　氏
○兵庫県介護支援専門員協会　森上　淑美　氏

○兵庫県社会福祉士会　中島　美樹　氏
○宮城県東松島市地域包括支援センター　真籠　しのぶ　氏

	
	コーディネーター　長田ケアホーム　山内　賢治　氏
アドバイザー　　小山　剛　氏

	16:10
	主催者あいさつ・終了（アンケート回収）
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　『特別講演』　
◆テーマ　『災害時における要援護者支援』
◆講　師　小山　剛　氏
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　シンポジウム　「災害支援と地域包括ケア」　　
　宮城県東松島市地域包括支援センターから被災地の現状と課題をご報告いただくとともに、兵庫県地域包括支援センター関連三職種団体（兵庫県看護協会、兵庫県介護支援専門員協会、兵庫県社会福祉士会）はそれぞれどのような災害支援を行っておこなってきたかを報告・検証します。
また、大規模災害が兵庫県で起こった場合に、各専門職や各専門職団体はどのような災害支援を行うべきか、各団体との連携をいかに図るべきか、地域のケアマネジャー等は地域包括支援センターや行政とどのような連携を図り、いかに災害支援を行うべきか、アドバイザーに小山剛氏を迎え、今後兵庫県において災害時に備え、「地域包括ケア」をどのように構築していくべきかを考える機会としたいと思います。
（被災地報告）　「東日本大震災・被災地の現状と課題」
◆報告者　宮城県東松島市地域包括支援センター　真籠　しのぶ　氏



（シンポジウム）
◆テーマ　「災害支援と地域包括ケア」
◆シンポジスト　　　兵庫県看護協会　高原　昭　氏
　　　　　　　　　　兵庫県介護支援専門員協会　会長　森上　淑美　氏
　　　　　　　　　　兵庫県社会福祉士会　中島　美樹　氏
　　　　　　　　　　宮城県東松島市地域包括支援センター　真籠　しのぶ　氏
◆コ―ディネーター　長田ケアホーム施設長　山内　賢治　氏
◆アドバイザー　　 こぶし園総合施設長/サンダーバード代表理事　小山　剛　氏

【申込先】兵庫県介護支援専門員協会　あて
 ＦＡＸ/ ０７８－２２１－４１２２ 

兵庫県地域包括支援センター関連三職種団体連絡会
～平成23年度地域包括ケアセミナー～

参 加 申 込 書

◆と  き    平成２３年１２月４日（日）受付開始９：３０～
◆ところ    兵庫県農業共済会館　大ホール（７階）
	氏　　名
	

	所属団体（会員）

(○印を記入)
	・兵庫県看護協会

・兵庫県社会福祉士会

・兵庫県介護支援専門員協会

・一般の方（参加費2000円）
	職種
	・保健師、看護師

・社会福祉士

・主任介護支援専門員

・その他（　　　　　　　　　　　　　）

	勤務先
	

	連絡先
	電話
	
	FAX
	

	氏　　名
	

	所属団体（会員）

(○印を記入)
	・兵庫県看護協会

・兵庫県社会福祉士会

・兵庫県介護支援専門員協会

・一般の方（参加費2000円）
	職種
	・保健師、看護師

・社会福祉士

・主任介護支援専門員

・その他（　　　　　　　　　　　　　）

	勤務先
	

	連絡先
	電話
	
	FAX
	


※申込書が不足する場合は、コピーしてお使いください。

※この用紙に記入いただいた情報は、本セミナーの運営以外の目的には使用いたしません。
※ご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ願います。
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【講師プロフィール】


◆1977年東北福祉大学卒業後、知的障害者施設、重症心身障害児施設の児童指導員を経て「高齢者総合ケアセンターこぶし園」に主任生活指導員として勤務の後に現職。


◆「高齢者総合ケアセンターこぶし園」として、特別養護老人ホーム、ショートステイ、訪問介護、訪問看護、居宅介護支援、デイサービス、グループホーム等の各種サービスを提供。２４時間３６５日対応の２つの地域包括支援センターも受託している。


◆2004年10月、新潟県中越地震において、要援護者の緊急受け入れ、避難所・仮設住宅における要援護者支援の役割を担う。その経験をもとに「認定特別非営利活動法人　災害福祉広域支援ネットワークサンダ―バード」を立ち上げる。東日本大震災では、被災直後より現地に入り、支援を開始。被災地内の需要に 即した物資、人材を送り込むため、現地の情報収集と支援調整を平行して推進している。





締め切り　１１月１８日（金）必着
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愛称の「イート」は、


東松島市の東(イースト)と心(ハート)が融合した名前。動物とも人間ともいえ、男性とも女性ともいえ、大人とも子供ともいえるキャラクターです。
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テーマ「災害支援と地域包括ケア」





【宮城県東松島市の概況】


人口約42000人。


宮城県仙台市の北東にあり、東は石巻市、南は太平洋に面しており、特別名勝「松島」の一角を占めています。


東日本大震災では、死者・行方不明者は1100名以上、市内36か所の避難所が開設され、約1700戸の仮設住宅が建設されています。








